
 

資料-2 

第５回 宮崎県河川整備学識者懇談会 

＝指摘事項と対応について＝ 
【宮崎県河川整備学識者懇談会】 
           

 開催日時 開催場所 対象河川 

第 2 回 宮崎県河川整備学識者懇談会 
平成 26 年 10 月 24 日 

13:30~16:00 
串間市文化会館 

伊比井川、宮浦川、風田川、

細田川、福島川 

第 3 回 宮崎県河川整備学識者懇談会 
平成 26 年 10 月 28 日 

13:00~15:30 
ニューウェルシティ宮崎 

新別府川、清武川、加江田川 

第 4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会 
平成 26 年 11 月 11 日 

13:30~16:00 
日向市大王谷コミュニティセンター 

熊野江川、沖田川、鳴子川、

塩見川、赤岩川 
 
【宮崎県河川整備計画住民説明会】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 開催日時 開催場所 参加人数 
熊野江川河川整備計画住民説明会 平成 27 年  1 月 6 日 19:00~20:00 南浦地区基幹集落センター 42 名 
沖田川河川整備計画住民説明会 平成 27 年  1 月 8 日 19:00~20:00 延岡市社会教育センター 39 名 
鳴子川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 16 日 19:00~20:00 宮ヶ原公民館 9 名 
塩見川・赤岩川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 19 日 19:00~20:00 中央公民館第 4 研修室 10 名 
新別府川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 22 日 10:00~11:00 檍公民館 7 名 
清武川・加江田川河川整備計画住民説明会 平成 27 年  1 月 14 日 19:00~20:00 ツワブキ武道館 31 名 
伊比井川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 16 日 19:00~20:00 伊比井営農研修センター 15 名 
宮浦川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 11 月 24 日 19:30~20:30 宮浦自治会長宅 7 名 
風田川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 5 日 19:00~20:00 風田地区交流センター 10 名 
細田川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 10 日 19:00~20:00 日南市都市農村交流センター 12 名 
福島川河川整備計画住民説明会 平成 26 年 12 月 15 日 19:00~20:00 串間市福祉センター 13 名 
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■全河川共通 

【第 2～4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

No. 指摘事項 対応内容 備考 
1 ・ 整備計画に掲載する写真が少ないと、河川への印象が偏りやすい。

特徴を示した写真を多く使用する方が良い。 (第 2 回) 
・ 河川の特徴を適切に把握できるように、整備計画には特徴を示し

た写真を複数枚使用した。 
第 4 回で了承 

2 ・ 植物社会学分野では、「群集」に対する規定は定まっていないため、

「群落」と記載した方が適切である。 (第 2 回) 
・ 主旨を踏まえ、本文中では「群落」として記載した。 

1.1 (6) 自然環境 
第 3 回で了承 

3 ・ 「河畔林」については、学術分野により定義が異なるため、留意

して記載すること。 (第 2 回) 
・ 河道内の撹乱域を河畔林、それ以上を河岸林と定義するが、不明

瞭な場合は河畔林(河岸林)として表記した。 
1.1 (6) 自然環境 

第 3 回で了承 
別紙資料-5にも

反映 
4 ・ 植物群落は場の構成要素として重要であり、生物の生息環境に大

きな影響を与える。植物群落の分布状況に留意すること。(第 4 回) 
・ 植生図を基に可能なかぎり植物群落の分布状況を記載した。 

1.1 (6) 自然環境 
－ 

5 ・ “1.1(6) 自然環境”の「流域で確認された希少種リスト」の記載順

は統一すること。 (第 2 回) 
・ リストの記載順を以下の通りに統一した。 

「魚類⇒底生動物⇒鳥類⇒植物⇒昆虫類⇒哺乳類等」 
※目、科、及び種に関しても記載順を統一した。 
1.1 (6) 自然環境 

第 3 回で了承 

6 ・ “2.2.2 河川空間の利用”に「親水等の利用があまり多くない･･･」

と書きつつ、「今後は、良好な水質と河川環境を活かして･･･」と

文章が繋がっていない。なぜ活かさないといけないのか示すこと。 
(第 2 回) 

・ 流域内の活かすべき良好な河川空間を示し、今後、保全していく

必要がある旨を記載した。 
2.2.2 河川空間の利用 

第 3 回で了承 

7 
 

・ “2.2.2 河川空間の利用”で、「保全・活用に努めます」と締めるの

は「現状と課題」の文章として不適切。「努めることが課題です」

等と表現を改めること。 (第 2 回) 

・ 適切な表現となるよう、以下の通りに修正した。 
「～に努めます。」⇒「～に努める必要があります。」 
2.2.2 河川空間の利用 

第 3 回で了承 
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【第 2～4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 

懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
【関係部局との協議】 

関係部局からの意見と対応 

 
 

No. 指摘事項 対応内容 備考 
8 ・ “2.2.3(2) 水質”に、「良好な水質を維持していくことが課題です」

とあるが、この表現では河川管理者が主体的、能動的に維持して

いくものと受けとめられる。適切な表現とすること。 (第 4 回) 

・ 水質の維持活動には、自治体と地域住民による総合的な取り組み

が必要なため、関係機関と連携して取り組む旨を記載した。 
2.2.3 (2) 水質 

－ 

9 ・ “4.2.1 (1) 高潮、地震・津波対策 ”に、樋門の自動閉鎖化や堤防の

嵩上げ、液状化対策と書かれているが、現時点では工法を限定し

ないほうがよいのではないか。 (第 3 回) 

・ 「～対策などのうち、効果が高いものについて実施します。」と記

載し、選択肢から選ぶ旨を記載する。 
4.2.1 (1) 高潮、地震・津波対策 

第 4 回で了承 

10 ・ 施工中にモニタリングを実施するなど、施工方法にも留意するこ

と。 (第 4 回) 
・ 河川工事を実施する際には、工事中の濁水・土砂の流出防止や動

植物の保全措置とそのモニタリングに努めることを記載した。 
4.2.3 河川環境及び河川の利用の整備と保全に関する事項 

別紙資料-5にも

反映 

No. 指摘事項 対応内容 備考 
1 ・ 文章中に記載する希少種については、重要度を判別できるように

全てレッドリスト等ランクを付記すること。 
・ 全てレッドリスト等ランクを付記した。 

1.1 (6) 自然環境 
自然環境課 
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【河川整備計画住民説明会】 
住民からの主な意見と対応 

No. 主な意見 対応 備考 
1 ・ 高潮・津波対策の工事着手の予定はいつごろなのか。 ・ 着手時期は未定。早期に現地調査・詳細設計に着手することを目

標としている。 
一部河川につい

ては現地調査を

既に実施 
2 ・ 対策範囲内には道路幅が狭く、民家が隣接している箇所がある。

堤防の嵩上げによって道幅が狭くなる等の可能性はあるのか。 
・ 現段階では詳細な検討が出来ていない。現地調査・詳細設計後の

工事説明会にて具体的な対策内容について説明する。 
－ 

3 ・ 高潮、地震・津波対策に影響する土地や家屋についての補償内容

はいつ説明してもらえるのか。 
・ 対策工法や補償内容については、工事説明会にて具体的に説明す

る。 
－ 

4 ・ レベル 1 津波ではなくレベル 2 津波を、ハード対策により防護す

べきではないか。 
・ レベル 2 津波に対しては、住民等の生命を守ることを最優先とし、

避難を軸としたソフト対策を基本とする。 
－ 

5 ・ 津波遡上区間には樋門が多く存在し、樋門の開閉操作に時間がか

かる。自動閉鎖化を積極的に検討して欲しい。 
・ 被害が想定される区間の樋門については、自動閉鎖化・フラップ

ゲート化を検討する。 
－ 

6 ・ 水防に関わる情報伝達の円滑化に向け、近隣の自治会責任者と河

川管理者間で、情報伝達の施策を計画してほしい。 
・ 住民との情報伝達方法等、ソフト対策について努めることを整備

計画に記載している。 
－ 

7 ・ 護岸の老朽化を踏まえた対策をして欲しい。 ・ 津波対策を実施する上で、老朽化対策が必要な箇所については、

併せて対策を行うなどの配慮を行う。 
－ 

8 ・ 海岸については、高潮・津波対策を実施するのか。 ・ 海岸については、別途「海岸保全基本計画」に津波対策を盛り込

み対応する。 
－ 

9 ・ 今回の津波シミュレーションは、洪水時を想定しているのか。 ・ 今回の津波シミュレーションでは洪水時を考慮していない。平常

時水位の満潮位で計算している。 
－ 

10 ・ 高潮の検討を行う上で、既往の高潮の高さを考慮しているのか。 ・ 高潮の算定では、既往最高潮位を使用するなど、既往の高潮を考

慮している。 
－ 

11 ・ レベル 1 津波対策にて整備をすることで、レベル 2 津波の遡上距

離が延伸するのではないか。 
・ レベル 2 津波の検証は考えていないが、レベル 1 津波の影響につ

いては、今後の現地調査・詳細設計の段階で併せて検討する。 
－ 

12 ・ レベル 1 津波対策により、広域農道の計画など、他の事業に影響

を与える可能性はあるのか。 
・ 関係機関の他の事業計画への影響は少ないものと考えている。 － 
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■熊野江川 

【第 4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 6 

20 
・ 塩性湿地という言葉では、植生という概念が表現しきれていな

い。植生を含むのであれば、塩沼植物群落と記載すること。 
・ 植生を含めた記述として、塩沼植物群落と明記した。 

1.1 (6) 自然環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

 

2 6 ・ 熊野江川の自然環境の項目に、特定外来生物である「ソウシチョ

ウ」を記載することはいかがなものか。 
・ 指摘を踏まえソウシチョウの記載を削除した。 

1.1 (6) 自然環境 
－ 

3 6 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した（※当該河川では、対象種なし）。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

4 6 
16 
20 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

5 16 
20 
24 

・ 狭い空間の中に、塩沼地の植生が複雑に入り組んだ形で多様なハ

ビタットを形成し、特異的な種の多様性を有している。これは、

伏流水など流域との地下水の連続性が関係していると考えられ

るため、これらの特徴を表現し、その配慮について記載すべき。 

・ 熊野江川の特異的な環境を示し、現状のハビタットの重要性を表

現した。 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 
4.2.3 河川環境及び河川利用の整備と保全に関する事項 

－ 

6 21 
 

・ 河口部の豊かな底生動物相を保全するため、他の河川と差別化し

て表現すること。 
・ 熊野江川の特殊な環境を表現し、豊かな底生動物相が損なわれな

いように努める旨を記載した。 
4.1 (3) 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 
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■沖田川 

【第 4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 6 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 6 
20 
25 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

3 17 ・ 「沖田川の河川水は古くから農業用水として利用され、流域の

人々の生活を支えています。」とあるが、現在では農業用水とし

ての水利用は無いのではないか。 

・ 沖田川、伊替川、石田川には慣行水利権があり、農業用水として

の利用があることを再確認したため現状の記載とした。 
1.3 利水の沿革 

－ 
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■鳴子川 

【第 4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 6 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 6 
15 
19 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

3 11 
15 

・ 鳴子川では、家庭雑排水が流入している。水質の課題として、下

水の整備状況を踏まえた記載とすること。 
・ 門川町における下水の整備状況を踏まえ、水質の課題として記載

した。 
1.1 (8) 水質 
2.2.3 (2) 水質 

－ 
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■塩見川 

【第 4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 3 ・ アカウミガメの写真は、なるべく現地の資料を使用するなど、地

域性に留意すること。 
・ 日向市提供のアカウミガメの画像に差し替えた。 

1.1 (5) 歴史・文化 
赤岩川も 
同様 

2 5 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

3 6 ・ アカメの生息数が多いと考えられるが、本文に特筆されていない

のはいかがなものか。 
・ 指摘及び調査結果を踏まえて、アカメについて記載した。 

1.1(6) 自然環境 
－ 

4 5 
15 
20 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

5 9 ・ 河川利用として、伝統漁法「石倉」についての記載があるが、石

倉は近年取り組み始めたばかり。 
・ 富島河川漁協組合にヒアリングしたところ、「石倉」は塩見川の

伝統漁法では無いことを確認し、削除した。 
1.1(7) 河川景観及び河川利用 

－ 
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■赤岩川 

【第 4 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 4 ・ アカウミガメの写真は、なるべく現地の資料を使用するなど、地

域性に留意すること。 
・ 日向市提供のアカウミガメの画像に差し替えた。 

1.1 (5) 歴史・文化 
塩見川も 
同様 

2 5 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した（※当該河川では、対象種なし）。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

3 5 
13 
18 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 
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■新別府川 

【第 3 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 5 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 5 
18 
22 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

3 6 ・ 「ゲンゴロウブナ」や「ミズキンバイ」のような国内移入種（外来

種）を記載することはいかがなものか。 
・ 国内移入種は、本来当該河川に生息する生物ではないため、留意し

て取り扱い、2 種については整備計画から削除した。 
1.1 (6) 自然環境 

－ 

4 15 ・ ”1.3 利水の沿革”に利水施設である一ツ葉防潮堰について記載する

こと。 
・ 一ツ葉防潮堰の、目的と役割について追記した。 

1.3 利水の沿革 
別紙資料 -2
にも反映 

5 18 
22 

・ 塩害防止を目的とした一ツ葉防潮堰により、水域の連続性が断絶さ

れている。河川環境の方向性について明記すること。 
・ 下流域の農業用水や地下水の塩害防止が必要となる河川であること

を明確にし、その範疇で河川環境の改善をはかることを明記した。 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

6 18 
 

・ 新別府川流域は、市街化が進行し、水源涵養が乏しい。一つの特徴

と捉え記載すること。 
・ 水源涵養機能を有する山地が少ない旨を記載した。 

2.2.3 (1) 河川環境 
－ 

7 18 ・ 「～家庭排水や産業排水により、水質が悪化する懸念もあり」と

あるが、公共下水道の整備はほぼ終わっている区域のため、表現

を変えること。 

・ 宮崎市に下水の整備状況を確認の上、該当箇所について削除し

た。 
2.2.3 (2) 水質 

－ 
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■清武川 

【第 3 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 6 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した（※当該河川では、対象種なし）。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 7 
19 
24 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 
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■加江田川 

【第 3 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
【加江田川整備計画住民説明会】 

住民からの主な意見と対応 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 5 ・ 加江田川流域の自然環境の特徴として、県立鰐塚自然公園や加江

田渓谷についても記載すること。 
・ 加江田渓谷や原生的な照葉樹林が残された双石山について記載

し、加江田川の豊かな植物相を表現した。 
1.1 (6) 自然環境 

－ 

2 6 
 

・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

3 6 ・ 現地調査でコアマモが確認出来ていないにも関わらず、コアマモ

群落について記載している。確認の上、記載すること。 
・ 秋の植物調査にて、コアマモを確認し、記載した。 

1.1 (6) 自然環境 
－ 

4 6 
15 
20 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

5 8,9 ・ 希少種の出現種数も多いため、生物の写真を追加すること。 ・ 主旨を踏まえ、コアマモやカワヂシャ等の写真を追加した。 
1.1 (6) 自然環境 

－ 

No. 主な意見 対応 対応内容 
1 ・ 老朽化している堤防に対して補修等は実施しないのか。 ・ 河口から 0k600～0k900 付近の堤防に対して、調査及び詳細設計

を実施する。 
堤防の現地調査

を実施した 
2 ・ 加江田川流域の長島地区は頻繁に冠水している。冠水対策につい

て考えているのか。 
・ 当該地区の堤防が低いことを確認している。深田川水門の新設に

併せて、堤防の整備等も検討していく。 
－ 
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■伊比井川 

【第 2 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 4 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した（※当該河川では、対象種なし）。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 4 
10 
15 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 
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■宮浦川 

【第 2 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 5 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した（※当該河川では、対象種なし）。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 5 
11 
16 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 
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■風田川 

【第 2 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
【風田川河川整備計画住民説明会】 

住民からの主な意見と対応 

 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 3 

6 
・ 「河口部の松林の中には風田神社があります。」とあるが、昔は

松林だったとしても、今はタブ林になっているのではないか。 
・ 確認の結果、必ずしも松林ではないため、”林地”や”海岸林”とし

て修正した。 
1.1 (5) 歴史・文化 
1.1 (7) 河川景観及び河川利用 

－ 

2 4 
 

・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した（※当該河川では、対象種なし）。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

3 4 
10 
15 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

No. 主な意見 対応 対応内容 
1 ・ 風田川では高潮被害が頻発している。以前も、野中川の野中橋ま

で浸水している。野中川合流付近の住民は、高潮時には度々避難

している。 

・ 改めて被災実績について整理するとともに、住民立会いのもと高

潮浸水範囲の確認作業を行った。この結果を踏まえ、津波・高潮

対策範囲も変更した。 

住民立会いのも

と、被災現場を

確認 
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■細田川 

【第 2 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
【細田川河川整備計画住民説明会】 

住民からの主な意見と対応 

 
 
 
 
 
 
 

図 細田川該当箇所 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 5 

 
・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されてい

ない。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載する

こと。 

・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の

記載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 5 
17 
21 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章

表現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

No. 主な意見 今後の対応 対応内容 
1 ・ 過去に塩田があった大堂津新橋の右岸は、周辺に比べ特に地盤高

が低い。災害時には、液状化により堤防が沈没し、浸水被害が増

大するのではないか。 

・ 当該箇所については、液状化対策を計画しており、今後詳細な検

討をしていく。 
－ 

対策区間(液状化対策） 
対策区間(嵩上げ） 

該当箇所 
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■福島川 

【第 2 回 宮崎県河川整備学識者懇談会】 
懇談会における指摘事項と対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 頁 指摘事項 対応内容 備考 
1 6 ・ 鳥類の記載は、現段階では夏までの調査結果しか反映されていな

い。冬期の調査結果を踏まえて、優占種に留意して記載すること。 
・ 冬期の鳥類調査を踏まえ、特徴的な冬鳥を抽出し、自然環境の記

載に反映した。 
1.1 (6) 自然環境 

本文中に青

字で記載 

2 6 
21 
25 

・ 各河川の特徴に応じて、河川環境の違いにメリハリのある文章表

現とすべき。 
・ 各河川の特徴に応じた表現となるよう、河川環境の現状や課題、

及び目標について記載した。 
1.1 (6) 自然環境 
2.2.3 (1) 河川環境 
3.6 河川環境の整備と保全に関する事項 

－ 

3 16 ・ 毎年のように被害を受けていると記載されているが、具体的な数

字を示さなくて良いのか。他河川と同様に、浸水被害の表を記載

するべき。 

・ 主旨を踏まえ、浸水被害の表を記載した。また、平成 2 年、平成

12 年及び平成 13 年の被害は内水氾濫のため、本文から削除し

た。 
1.2 (2) 過去の主要な洪水の概要 

－ 
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【参考】風田川 高潮被災実績 

地元説明会（平成 26 年 12 月 5 日）にて、高潮影響範囲がもっと上流にまで及ぶとの意見があったことを踏まえ、改めて被災実績について整理するとともに、

住民立ち会いのもと高潮浸水範囲の確認作業を行った。 
風田川では、平成 25 年度にも高潮遡上による浸水が発生していることから、浸水状況について整理した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 風田川における高潮遡上状況（H25.10.15）

B 

T.P.+2.75m 

C 

D 

※背後地盤高より、浸水標高は 

T.P.+2.75m 程度と想定される。 

A 

C 
D 

A 
B 
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図 風田川施工区間図 


